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P41 8  「君と柳井君とは、木曜日にくる人たちの中でも、特別に先生に親しい方だから、特別にお知らせしろと言ふので、僕からお知らせします。君からどうか柳井君の方へ、すぐ知らしてくれ給え。此方から電報を打つてもいゝが、居所が分らないから。……」

～（中略）～

P48 14  「あゝ、小野君か。――此方へ来給へ。」

と、やうやく向うの座敷の隅にゐた一団の中から、先刻電話で知らして呉れた黒田が、立って声をかけて呉れた。

P51 12  そして心から、先生の蘇生を念じてゐた。が、併し先生を死なしたくない熱望に燃えてゐながら、彼の心の何処からは、先生の死をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねが),庶)ふやうな一種の欲望があるのを、意識せざるを得なかった。彼は今先生に死なれるのは慈父を失ふより悲しかった。あの何となく厳粛てありながら、しかもすつかり包まれて了ひたいやうな温容に二度と会へなくなるといふことは、折角先生に親しみを感じ出し、先生の幾らか特別な愛護を受け始めた彼に取つて、何よりも悲しむべき事に違ひなかつた。けれども亦それと同時に、こゝで先生の死といふ、一つの大きな出来事に合ふことは、何となく彼自身の人生に画す、一大盛儀であるやうな気がした。そして今自分がその文藝史上にも特記さるべき、先生の死に際会して、一人の登場人物であり得るといふことは、何となく一種の虚栄心をそそるのだった。――それは必ずしも先生の死を、庶ひ願ふ訳ではなかつたが、さういふ気持ちが少しでも自分の心内にあることを意識すると、彼は堪らなく自らを卑しんだ。そして先生の蘇生を、信じて止まぬ黒田の熱した信念に対して、心から自分を恥ずかしく感じて、暫く黙り込んだまゝ、下を向いて座ってゐた。

P58 1  その夫人の許しの言葉に、小野は花田と一緒に、座を立つて病室の書斎の方に向うと廊下に出た。するとその時だった。そこの縁側の端の、手水鉢などの置いてある處に一人の若い女の人が、斜めに上半身を曲げて、病室の方から持つて来たのであらう、手に持ってゐる白いエナメル塗りの洗面器から、湯をそこにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こぼ),溢)してゐるのが眼に入つた。年は十八九位であらう。さう眼の覚める程美しいとか綺麗だとかいふ程ではないが、何となく清々しい、しつとりと整つた十人並みの顔で、顔色も皮膚もさう冴えないが、塗ったといふ程には、白粉も付けてゐないらしかつた。～中略～――何処にも取立てゝ眼をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そばだ),欹)てるやうな處はなかつた。が、全体のそのしつとりした姿に、清浄な処女の美が浮き立たないで現れてゐた。～中略～大人しい、淑やかな人だなと。たゞそれだけ小野は思つた。

P68 16  小野が人々の後から、今息を引取るばかりの先生を覗き込んだ時、丁度先刻一緒に先生の病顔を拝した、あの原田君が水筆で唇を湿してゐた。後から入って来た小野は、原田がさうしてゐるのを見て、もう大抵の人々が済んだのだと思つた。そして自分もさうする資格があると信じて、我さつな無遠慮に吾を忘れて了ひ、幾らか前にゐた人々を押しのけるやうにして、そつと進み出た。そして夫人の手から水筆を受取つて、改めて先生の最後の顔をぢつと見た。～中略～小野の後から、更に先生の同輩や知友たちや、なほ知名な人々が先生に最後の水を供した。小野はそれを見ると、この凡てのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おほ),蔽)ふべき悲しみの中にも、自分の人に先んじた無作法を、心から悔いてEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わき),腋)の下に汗をかいた。が、場合が場合なので、と、かう強ひて自らを慰めた。が、彼の悲哀はその時から妙な形で突き濁されたやうな気がしてならなかつた。

P78 8 少年を抱きかかへてゐる一番上の令嬢は、さすがにそのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていまい),弟妹)たちのやうに無遠慮に此方を見凝めはしなかつた。彼女はどちらかと云へば、淋しいしつとりとした質の顔で、ごく普通の女学生風の束髪をうつむけ気味に座つてゐた。そしてやゝもすれば暴れ出しさうに身を動かす弟を、頻りに抑え宥めてゐるやうに見えた。併しその弟たちが、何かそつと悪戯めいた言葉を、囁き合ふに連れて、それでもちらと此方を見やつては、華やかではない微笑をそつと洩らした。

その次には、次女らしい令嬢が、同じ年格好の令嬢――それは後になつて、先生の実兄の娘、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れいてつ),令姪)であると知らされた――や、第三女らしい令嬢と、同じ火鉢に顔を寄せて、睦まじげに語り合うてゐた。その次女なる人は、二皮眼の大きな、派手な顔立ちだつた。頬も豊かに釣合よく下膨れがしてゐ、姉と同じく束髪を結つてゐたが、それがもつと洋風な感じを興へ、全体として艶麗といふ質に、可なり近い容貌だつた。そして性質も快活であるらしく、時々聞こえる話し振りも、作り聲のやうに金属性の媚を含んだ甲ン聲で、よく鮮やかに笑つてゐた。

第三女に当たる人は、また十五六であらう、令嬢たちのどの人よりも悧巧さうな、端麗な顔をしてゐた。面長な、目鼻立ちの整った、かつかり釣合の取れた美少女で、少し受け口な顎も、ある種の美人型にあるやうに一種の貴婦人めいた品を興へた。殊に髪は、前を七三に分けて、鬢の所をすつかり洋風に形よくうねらせて、後にすつと下げたのが、更によくその怜悧端麗な面輪と調和してゐた。彼女は少女にしては、少し気取り過ぎる位つんとした様子で、口数少なに、不愛嬌にうなずくだけで、話に応じてゐる様子だつた。

P99 12  門弟たちは仕方なしに爐の傍に集って、色々な雑談を交しながら、時間の来るのを待った。そして話はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たまたま),會々)その場にゐない松本氏のことに及んだ。氏はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたか),恰)も自分一人が先生の門弟であって、殆ど専慱的に事を行ふといふので、端もなく非難されたりした。

P100 17  「もう少し居て呉れなければいけない」と、葬場係の主任たる松本氏から、又さういふ命令が在った。が、それを聞いて第一に黒田が憤慨し出した。

「何だって。もう式が始まってゐるのに受付になんぞに居られるものか。僕たちは何も受付にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やと),傭)われて来てゐるんぢゃないから、此の大事の葬式に、列席せずになんぞ居られるものか。いヽから、構はない。行かう。行って席につかう。」

　受付の人々はすぐ賛成して、凡てを打ちすてゝ、葬場の方に赴いた。熱心な事務家も、さういふEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てん),點)では露骨に藝術家だった。
P101 13  並居る僧たちは聲を合せて、緩く静かな読経を始めた。それを聞くと先生が死んで以来、今まで繁忙な用務のために、悲しみを忘れた如く紛らせられてゐた小野の心も、すっかり葬場内の静寂と厳粛な空気の中で、感じ易く和ませられて了った。彼の心には初めて泣くのを許されたやうな、一種の宗教的な余裕が生じて来た。が、併し彼は泣けなかった。四邊には見知らぬ会葬者や、又見知った文学者などが一ぱいに充満していた。そして其中で、厳つい大の男が泣き出したりしては、物笑ひの種になりそうな気がした。彼の目に正面の白い棺を見、耳にに読経の声と鐘の響とを聞いて、だんだんいろいろな先生が在った日の、温容ゆ慈語を思ひ出して、瞼の底が熱くなるのを感じながら、一生懸命にそれを堪えてゐた。

～中略～堪ええぬ思ひに小野の感動をさそった。が、それでも彼は一生懸命に、それに堪えてゐた。彼の丁度前の椅子には、彼より二三年前に大学を出て、当時創作に従事してゐた、ある非感傷的な作家がゐた。そして其人はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふだん),平常)から、さうした涙を零す事などを、甘いと言って哄笑する傾向を持ってゐた。其人は時々振り返っては、友人である小野や柳井を、先刻からEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かへり),顧)みてゐた。それで小野は其人の前だけでも、せめてそんな取乱した泣き顔などは見せたくなかった。彼はぢっと前にゐる其人の、太い赤みを帯びた健康な首筋を眺めて幾らか憎々しい思ひに満たされながら、なほも堪へなければならなかった。

と、突然、小野たちの一団の、前横の方に立ってゐた浦山といふ人が、急に堪えられないやうな、咽び声を揚げた。小野は最初殆どそれを、くつくつと(笑ひ出したのかと思った。見ると彼は、今迄引堪へてゐた息を、一度に迸らせたやうに、肩を慄はせてしゃくり上げながら、横を向いて小野たちの方に顔を俯向け、急いでEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ハンケチ),手巾)を顔に押当てた。

それを見ると、小野も堪らなくなった。そして思はず傍に居る柳井と、救ひを求めるやうな顔を見合わせた。同時に柳井も黒い清澄な三角目に、一ぱい涙を溢らして、ぢっとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こっち),此方)を見返つてゐた。二人はすぐ互ひの眼を感じて、外にそらして了った。が、もう其時は小野の目からも、涙は止度なく溢れてゐた。熱い、押へ得ぬ涙で、正面の柩の白い形も何も、ぼやぼやと溺れて了ってゐた。…彼らは周囲を忘れて泣いた。

P104  11  柩は再び金色の枠を取った、悲しみの馬車へ載せられた。そしてそれを火葬場まで送るべき、家族の人々や主だった友人門弟も、それぞれ黒塗の馬車中に打乗った。

小野は他の弟子たちと一緒に、其処のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みちぱた),道傍)に立ったまゝ、其葬列を見送らうとしてゐた。

ふと、気が付いて見ると、偶然、彼の正面の目の前にある馬車に、長女の冬子嬢が乗ってゐた。その白無垢を着た、清々しい姿が、黒い馬車の窓枠に仕切られて、恰も額縁へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(は),箝)められた絵のやうに、白く鮮やかに見えてゐた。衣裳が純白なために、顔はやゝEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いろつや),色澤)が悪く、目の下などはさすがら擦り赤めて、やゝ黒すんで見えたが、其EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼん),呆)やりEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うっとり),恍惚)したやうに、ある一點をぢつと眺めてゐる形は、小野の心にある深い印銘を落とさずにはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),惜)かなかった。

併し、恐らく無意識にではあらうが、彼女のぢつと目を落として、動かさずにゐる視線を辿って、其方向を見ると、其時には大學の制服を着て、両手をポケットに突込んだまゝ、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつぜん),欝然)と柩車を眺め入つてゐる杉浦の黒い姿が在つた。

小野は其時既に、漠然たる嫉妬と恐怖とを、その薄い冬日を浴びて、陰気に立ってゐる杉浦の黒い影に覚えた。
やがて馬車の列は火葬場に向つて動き出した。

P106 7  「お電話よ。勝見さんから。――それで今、貴方がまだ起きてゐらつしゃらないからと申し上げたら、早速起こして下さいつて仰しやるのよ。だから早く出て下さい。」

「さうか。そんな早く云えばいゝのに。」小野は勝見家からと聞いて大抵用件は分つてゐるが、そんな風にわざわざ電話までかけて呉れたことを、恐縮と共に嬉しさを覚えて、駈けるやうに電話口へ出た。

「もしもし。お待たせしました。僕、小野です。勝見さんですか。」

「えゝさうです。」受話器の中では、少しEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひび),罅)を含んだやうな、中音ながら和やかな女の声があつた。「貴方、小野さん！　私、分つて？」

「え？　誰方です。」

小野は思はず問ひ返した。～中略～

「わたしよ、私。――解つて？」

「あ！」小野は突如としてその声に、忘れ得ぬ調べを思ひ出した。そして思はず動悸の高まるのを覚えた。「冬子さんですか。どうも失礼しました。」

「えゝ、さうよ。寝呆けてゐらつしやるのぢやなくつて。まだお寝みになつてゐたんだせう。」～中略～

「私も行くのよ。だからすぐいらつしやらなくちゃ厭よ。」

「さうですか。すぐ参ります。すぐ。……どうも有難うございました。では左様なら。」

「左様なら、早くいらつしゃい。」

その電話は、小野の心に或る驚きと、深い喜びをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もたら),齎)すのに、十分だった。少なくとも冬子さんは、まだ知つて日の浅い自分に、直接電話をかけて呉れるだけの、親しみを感じてゐる。それだけで既に彼の心は、先生の骨上げに行くといふ悲しみを忘れて、今日の日のやうに晴々としてゐた。

P257 4　　第十章　一

池田にさう云われたにも係らず、杉浦の行方に就いて、小野は猶まだ心配を去るわけにはいかなかつた。彼はその足ですぐ勝見家を訪ね、磬子夫人に面会して、事情を訴えた方がいゝと考へた。

併し、彼は心の奥で鳥渡躊躇した。若し杉浦が、ほんとうに冬子嬢に恋してゐて、そのために家出をしたのだとすれば、その事態を正直に勝見家に知らせることは、杉浦に対する同情を増させるかも知れない。そしてそのために、当人の冬子嬢を初め、磬子夫人の小野に対する心も、幾らか動揺するに違ひない。少なくとも当分は、小野の求婚に応ずることを、逡巡しないとも限らない。それは小野にとって、かなり苦痛なことである。だから、池田もあゝして大丈夫だと云ふうのであるし、この際杉浦の行方に関しての心配などは、小野一人の胸の内にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しま),蔵)って置いて、勝見家の人たちなぞには、そんなことは聞かせないほがよい。そんな余計な取越苦労なんぞをするには及ばない。……

が併し、また小野は考へ直した。果たして杉浦が自分と冬子嬢との問題のために、苦痛を感じて家出したとすれば、――小野は心の底で、飽くまでそう信ぜずにゐられなかった。――その当事者である自分は、それはやむを得ぬ事情とはいへ、兎も角も罪があると感じないわけにはいかない。罪は此方にないにしても、少なくとも杉浦のために少しでも苦痛を和らげ、ことなく済むやうな処置をとるのが、親友としての務めだ。たとひ直接その方法は、とるべき道がないにしても、心配するだけ心配するのでも、此方の心は済む。親友が自分たちのために苦悶して、万一のことがあるかも知れないときに、ほぼその事情を推察してゐながら、安閑としてゐるわけにはいかない。たとひ自分の方の事態が、そのために少しは面白くなくなつても、その位の犠牲は払ふべきだ。さうだ。是はやっぱり勝見家の人たちに打明けて、向うの裁量を仰いだ方がいい。少なくともその方が公明正大だ。さうしてたとひその結果自分と冬子嬢との婚約に、支障を来たすにしてもそれは止むを得ない。……

その上、小野はこうも考へた。若しその位のことで、冬子嬢と夫人の心に、動揺が起こり局面が転換するならば、それでもいゝ。さういふ薄弱な基礎に立つてゐるならば、寧ろその方がいゝ。だからこの際、勝見家の人たちに杉浦のことを相談するのは、一つは自分たちの問題の試金石だ。
～（中略）～

彼の心の奥には、事態が思ひがけなくこんな風に切迫して、物語的な方向をとつて来たのを、強いてまた物語的に考へて、喜んでゐる心がないでもなかつた。そして杉浦の行方を心配してゐながら、何かことがあるのを望んでゐないではなかった。その上どっちへ転んでも、小野は苦痛を受ける者ではなくして、その相手を心配し気遣う位置にある。――彼は殆ど今は、杉浦の行方をいろいろと推察して気遣ふのを、享楽するような気持ちにすらなつてゐた。
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或る日、小野は例に依つて、何も知らずに勝見家を訊ねて、夫人と客間で話してゐると、夫人は何か話のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ついで),序)に妙に、真面目な態度で、小野にこんなことを云ひ出した。

「…小野さん、貴方作家として身をお立てになるお積もりなんでせう。」

「えゝ、まァさうです、できれば……。」

小野も何の前提に夫人が、そんなことを云ひ出したのかと、怪しみながらも兎に角もそんな風に答へた。

「そんならね、今の中にしつかり勉強をしておいて、立派な作家になつて下さいよ。」

夫人は前から、小野たちに対しては、子供に対するやうに訓戒を與へるのが常であつたが、この時の語調には、何となく特別なものを含んでゐた。

「えゝ、自分でもしつかり勉強する積もりなんですけれど、僕はご存知のやうに、かういふ怠け者ですからね。」

「まァこの二三年は自重して、さう書いたりなんぞしない方がいゝと私思ひますよ。先生なんぞは四十近くまで書かなかつたぢやありませんか。あまり早く書き出すと、佐々木さんのやうに書けなくなつて了ひますよ。」

「それやァ先生は別ですが、僕だつて書かずに、ゆつくり勉強ができれば、さうしたいんですけれど、書かないとまた寂しいし、書くことがまた一種の勉強ですからね。」

小野は弁解的にさう答へた。一体磬子夫人は、それも無理のないことではあつたが、何事もにも漾石先生の尺度を凡てに当てはめて、物を律する傾きがあつたので、小野はできるだけ軽く、反抗したのだつた。

「でも、そんなら、人に余り兎や角云はれるやうなものは、発表しない方がようござんすよ。私、貴方がつまらないものを、書かないでも済むやうな補助はして上げますからね。できるなら今の中にみつしり勉強して、ゆくゆく立派なものを書いて、貴方を悪く言う人たちに目に物見せてやって下さい。」

夫人はかう訓戒的に、かう強く云つた後につけ加へた。

「大寺さんや何か、先輩のお弟子の人たちは、貴方はまるで駄目だつてさう云つてますよ。」

「はあ、そうですか」

小野は夫人の訓戒の前には、一言もなく首垂れながらも、先輩の弟子たちがそんな風に、夫人に云つたといふのを聞くし、顔を上げて、

「どうしてゞすか。」といふやうに、夫人の顔を見返した。

夫人は続いて話し出した。

「実はね。――貴方にこんなことを云つていゝかどうか分らないけれど、まァ黙ってお聞きなさい。――実は昨日、大寺さんが家に来たのよ。そして貴方のことに就いて、私に忠告を興へて行って下すつたの、有難いことには、ね。」

夫人は鳥渡此方の気持ちを庇ふやうに、まづ内容を語るに先だつて、ちらりと冷笑を洩らした。

「どんなことを云つて行っつたのです。」

小野は少し座り直して、訊かざるを得なかった。

「つまりね。私は貴方を信用し過ぎてゐるのがいけないつて云ふのよ。そして貴方と冬子とのことも幾分か気が付いてゐるらしいのね。それで私が貴方を信用して、冬子の配偶として迎へるやうなことがあつては勝見家のためばかりでなく、冬子の不幸だからつて、さう云ふのよ。貴方は人間としては、ごく軽薄才子だし、作家としても、加藤紫白、ね、あの程度の通俗作家にしかなれないつて。――それだのに、貴方は野心を以って私に取入つて、百EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぽう),方)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あゆ),阿諛)してゐるので、私が余り信用し過ぎてゐるから、気を附けろつてさう云ふのよ。何でも、それが先輩一同の意見なんですつて。」

夫人はかう云つて、憤慨と冷笑とのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よぜん),余喘)を洩らしてゐた。

「へゝえ、そんなことを云つたのですか。へゝえ？」かうまづさりげなく答へたが、小野は内心、燃え立つやうな憤慨に囚はれない訳にはいかなかつた。が、心を鎮めて、さうして静かに言った。

「それやァ成程、僕はこんな人間ですし、つい軽い快活な性質から、用もない所へ出しやばつたり、興に乗り過ぎて、脱線したりしますから、軽薄にも見えるでせう。また作家としても、まだ自分ですら自信もなく、海のものとも山のものとも見当がつかない位ですから、或いは大寺さんのいふ程度まで、行くかどうかすら分りません。――（それは小野の、悪い皮肉な謙遜だつたが。）――が、併し、野心があつて、奥さんに取入つてゐるからとか、また僕と冬子さんとの問題に、そんな意味で反対されるなんて、僕の身の不徳から出たことゝはいへ、実に心外です……。」

小野は少し涙をさへ湛へて、かうEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(るる),縷々)と述べた。

夫人も続けた。

「それでね。貴方と冬子との結婚を、私が許すとしても、先輩一同は挙って反対するんですつて。これが若し、柳井さんとか、和島さんとかいふやうな人々ならいゝが、貴方ではどうしても反対するんですつて。」

「へゝう。」小野はさすがに、憤慨を抑へることができなかつた。自分を、人及び芸術家として、批判的に物を云つてゐるのは、まァ幾らかこの際許せるとしても、柳井や和島ならよくて、自分は飽くまでもいけないと、そんな風に先輩たちの、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうお),好悪)や世評やに支配されて、人物を見究めもせずに云つてゐると聞いては、たとひそれがさう深い意味でなく、不用意に云つた言葉としても、小野は内心嚇とならずにはをられなかつた。「そんな甲乙を付ける権利は、あの人たちの何処にあるんです。それも甲乙を付けるだけならまだしも、それで以って、僕の私生活にまで、交渉する権利は何処にあるんです。それやア柳井は、秀才でもありまた生活も安定で、文壇でも今売り出しの新進作家ですから、僕だつてその點は友人ながら尊敬するのに吝かでない積もりですが、人物として僕との間に、そんな差別を付けられゝば、誰だつでいゝ気持ちはしません。それに和島さんだつて、今でこそ少壮哲学者然と、鵠沼の細君の家か何処かに収まつてゐますが、前に谷口や、何かと『新思想』をやつてゐた時分は、赤いトルコ帽を被つたり、また恋愛問題でも、今あの江上といふ人の細君になつてゐる人を、逗子の海岸で云ひ寄つて、自分の願いが入れられなければ自殺するつて、短刀を出して砂の上に倒れたといふ、有名なゴシップさへある人ぢやありませんか。だから先輩の人たちが、そんなことを云ふのは、決して正当な批判から出てゐるのぢやないんです。みんな好悪の感情か、僕に対する反感から出てゐるのです。」

「それはさうよ。貴方が私にうまく取入つて、勝見家の実権を左右するかのやうに、一途に思つてゐるのよ。それはさうなのよ。その上、大寺さんにすれば、冬子を外の人にやりたくないのよ。あの人だつて自分に奥さんがなく、事情さへ許せば、冬子を貰って行きたい位の気はあるのよ。だからそれも一つはあつて、貴方を排斥するんですよ。」

「で、奥さんはそれに対して、どんな風にお答えなすつたんです。」

小野は夫人の態度を知ると、幾らか気も鎮まつて、改めてさう訊き返した。

「私？　私、かう云つて上げたわ。それやまァ貴方がたが勝見家のためを思つて、さう云つて下さるのは有難いが、勝見の一家のことに就いては、私にも相当の考へがありますから、私たちでできるだけ致しますつて。だから貴方がたのご忠告は、ご忠告として有難く聞いて置きますつてーー。」

「さうですか。では奥さんの僕に対するお心持ちは、別にそのためにお変わりなすったといふやうなことは決してないんでございますね。」

小野は念を押すやうに訊かざるを得なかった。

「えゝさうよ。だからかうして、大寺さんたちには悪いけれど、貴方にすつかりお聞かせしたんですわ。」

「有難うございます。」

小野は心から、さうした禮を述べるやうな気持ちになつてゐた。

「ですけれども、小野さん。先輩たちがさうして、みんな反対だといふものを、此処でわざとまた此方も、反対には出られませんからね。そこを貴方は、辛抱して下さらなきくちや駄目よ。だから貴方がたの問題も、もつと時期を待つことにしなくてはなりませんわ。もつと辛抱して、気長に時期を待つてゐれば、きつと貴方のお望み通りに、して上げられると思ひますからね。そしてその中には先輩たちも、貴方の本当の人間が解るでせうから、この後も貴方の方でも気を付けて、自重して勉強なすつて下さい。さうして、誰からも文句が云へなうやうに、偉くなつて下さるのが一番大切よ。」

～（中略）～

――また後で聞いたところに依ると、先輩たちが集まつて、小野のことを論議して際、あの温厚を以って知られた矢部太郎氏まで、誰か小野に少し同情をもつてゐた人が、「併し小野といふ男は、決してそんなに夫人に取入らうなどゝいふ深い野心なんてなく、無意識にやつてゐるんだよ。」と云つたら、『無意識なら猶悪い。』と論壇したさうである。それを聞いた時、小野は今迄尊敬してゐたこの倫理学者を、一ぺんに人性を知らぬ偽善者だと反ぜいすることに依つて、酬いるより外に術のないのを知った。

P283 11
かうして、先輩たちの放った第一の反対の矢は、まづEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(は),刎)ね返された結果になりつゝあつた。けれども、その時突如として、第二の矢は、何処からともなく飛び来つた。眞に何処からともなく、流れ矢のやうに不意に飛び来つたのであつた。

それはまた、一通の怪しい手紙だつた。

～（中略）～

P293 12 

「～　前に谷本と喧嘩をしたことがありますから、或ひはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あいつ),彼奴)かも知れません。～（中略）～…まァもとは非常に仲がよかつたのに、鳥渡したモデル問題か何かで、喧嘩別れになつているのですから、僕の過去の内情をよく知つてゐて、しかも敵意をもつてゐるとすれば、谷本に第一嫌疑をかけ得られるわけです。」

谷本というのは、柳井や池田や杉浦と同じく、高等学校の初年級からの友人で、小野と同じく演劇研究が志望であつたため、同級の同志という関係上、殆ど行動を共にしていた位親しかつたのだが、小野が小説を書き始めた頃に、『奇術師』という短篇を書いて、その中に谷本の当時営んでゐた境遇を、モデルに借りたために主人公の性格や何かは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことごと),悉)く小野自身の気持ちを書いたにも係らず、谷本は自分を悪く書かれたといふやうに思ひ込み、それが因でいひ合ひをして、鳥渡絶交の形になつてゐのだつた。

～（中略）～

P296 7 四面楚歌。――殆どそんな風にすら彼には考へられた。世間は自分の此の位の希望をすら、容れまいとしてゐるのだ。先輩の反対も彼には痛かつた。が、併しそれには、はつきりとした理由もあり、又はつきりした対抗の方法もあつた。が、此の無名の手紙に至つては、そんなものには意にかける必要がないと云つて了えばそれ迄だが、又考へやうによつては、恐るべき気味の悪い、敵意な表現に違ひなかった。そしてそれは、、全く相手が不分明であるだけに、どうすることもできない。

～（中略）～

P297 4 ふと小野は心の底で、『あっ！ひょつとすると是は、杉浦がやつたんぢやないかしら。』と、稲妻のやうに疑つた。そして同じく心の底で慌てゝ、

『馬鹿な！　そんなことがあるものか。』

と打ち消したが、併しさうした疑念は、先刻夫人から手紙を見せられたときも、ちらりと頭の隅を掠めたのだが、余りといへば余りの疑念で、一も二もなく打ち消したのを、ふと又呼び醒まされたやうに感ぜられた。而して「馬鹿な！　杉浦がそんなことをする筈はない。この当の杉浦が！　お前は仮にもそんな風に、自分に同情してゐる親友を、少しでも疑うなんて、杉浦に対して恥ずべきだ！」と、強く打ち消しながらも、併しながら又心の奥の奥では、もし杉浦から眞に親友の情誼を除いたなら、誰に措いても一番に、彼が嫌疑を受ける資格を備えているのを、思わないわけにはいかなかつた。

p.378 1 その事件を小野は、雑誌『新聲』記者からの寄稿を頼まれた時、他に適当な材料がなかったのと、少しはその時分の自分の心持を述べたい気持ちのために、さう深い考えもなく、筆にしたのだった。そしてその女主人公を、事実は定子嬢の間違ひだったに係らず、どこまでも冬子嬢自身のことにして、しかもその主人公なる『私』といふ男を、その令嬢の許婚として描いた。その許婚なる『私』が、その不思議なる求婚者に対して、抱く感想を描いたのだった。

そのことが、意外にも非常に大きな波乱を、小野と勝見家との間に起こしてしまった。

四

その小説が『新聲』に発表されると、その翌日だった。小野は突然勝見夫人から、一通の速達便を受け取った。急いで封を切って見ると、たゞ簡単にこう書いてあった。

少しお話したいことがありますから、明後日午後三時頃そちらーお訪ねします。どうかよそへ行かずに待っていて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磬

小野辰夫様　

それを読むと小野は、さすがに不安な胸轟きを、その厭に簡単な文言から、どきりとする程激しく受けた。彼はあの小説を書いたものゝ、さすがに勝見家で起こったことを材料としたことだけに、幾らか気が咎めてゐた。別に勝見家の人たちに、迷惑をかけるやうな悪いことは、少しも書いた積もりはなかったが、それでも一家の材料としたことには、何となく済まないやうな気がしないではなかったのだ。

そこへ夫人からのその手紙だったので、彼は、『あっ、矢つ張りさうだったか。』と、大体の事態はすぐに推察した。夫人は怒りに来るに違ひなかった。――向うから、わざわざ出向いて来ると云ふからには、よほど怒って、何か言ひに来るのだ。――そう思ふと彼は、何だかゐても立つてもいられないやうな、不安な思ひに閉ざされるを得なかった。どんな風に夫人は怒ってゐるだろう。怒って、どんなことを云ふだろう。そしてその結果、自分と勝見家との関係は、どんな風になるだろう。……

併し小野も、さすがに少しは覚悟を決めた。自分のやったことは、もうやったことで仕方がない。

自分は決して悪意でやったのでも、また為にしようと思ってやつたのでもない。だからそれが夫人からどんな怒りを買はうと、それは仕方がないことだ。まァ明日夫人が来て、どんな風なことになるかそれは成り行きに任せる外はない。……と。

～中略～

p.384 16　五　　　（するどく詰られた小野は）

それから三日間自分の部屋に閉じ篭つて考え続けた考えれば考へる程、凡ての事態が絶望的に思われた。夫人は最後に、あゝは云つてくれたものゝ、その態度といひ物云ひといひ、凡てが小野にとつて、もう不利に陥っていることを、彼は胸に感ぜずにはゐられなかつた。夫人はああは云ふものゝ、よく考へろというのは、自分の方から云ひ出しEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にく),悪)いから、そつちで考へて処置しろと、さう云つてゐるやうに思はれた。少なくとも事既に此処に及んでは、どうしても小野の方から、進退伺を出さなくてはならぬのを、彼は思わずにゐられなかった。

彼は勝見家に対して、ここで自分の方から、進んで縁談を辞退するのが、本当のとるべき道かとも思った。が、併し、それは冬子嬢に対して、まだそれだけ愛と未練がある限り、到底できないと感じた。

けれども、この際少なくとも向うに対して、此方から少なくとも向うの選択に任せることを、提議するだけはできると思った。さうすれば、向うに少しでも眞の愛があるならば、この位の過失はほんの一時の問題として、すぐに許してくれるに違いない。もしこの位のことが、到底許されないとすれば、そのときは此方から幾ら思ったとて、それし寧ろ詮ないことに違いなかった。
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